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団体名 大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会 

活動テーマ 災害時に活動できるリハビリテーション専門職の超早期人材育成の取り組み 

 

 

 

 
 

 

1 年を通じて、リハビリテーション専門職をめざす学生および、卒業後に現場で働くリハビリテーション専門

職に対して、災害時支援活動の学習を行った。対象は、まったく災害時支援活動について学習したことがない

人から、すでに現場で活動したことがある人まで様々であるため、いろいろな研修会の開催に取り組んだ。 

まず、毎年行っているBHELP（避難所で医療職が支援活動を行うための演習を交えた実践的な研修会）をオン

ラインで開催した。また、PFA（現場活動を行うための心構えやメンタルケアを行うための基礎知識を学ぶため

の研修会）をオンライン講義で行った。学生に特化した研修会としては、災害リハビリテーション支援活動の

基本的な知識に加え、リハビリテーショントリアージを演習スタイルで学びつつ、リハビリテーション医学の

学びにもつながるような教材を作成して行った。この研修は、3 つの学校で行った。毎年行っている、頸髄損

傷連絡会との共同研修会や、JRATとの共同研修会も行った。 

年度末には、REHUGのファシリテーター養成研修会を行い、近畿2府4県から、ファシリテーター希望の方が

大阪に集まり、25名のファシリテーターが誕生した。いずれ、各地でREHUGを開催して、人材育成の一助にな

るであろう。 

このように、9回にわたる研修会を行うことにより、幅広く、また奥の深い人材育成となることが期待される、

特に、学生には、アンケートにて、災害時にリハビリテーション専門職がこれほど役にたつとは思わなかった

という意見が多く聞かれ、早期から災害時対応に対する意識をもってもらう意義が大変友好であることをあら

ためて感じた。次年度以降も、継続して行いたいと思う。 

 


